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【ご案内】会誌「情報処理」のオンライン記事について

会誌「情報処理」の特集記事は，これまで冊子，オンライン（電子図書館）の両方に掲載しておりましたが，次のとお

りオンラインのみへの掲載に変わりました．また，オンライン限定記事の掲載も始まりました．

◆開始月：2020 年 11 月号（発行日：2020 年 10 月 15 日）

◆閲覧方法：会員区分によって異なりますので以下をご確認ください．

【個人会員の皆様】

電子図書館（情報学広場：https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/）にログインし，該当記事の pdf をダウンロードしてください．

すでに電子図書館をご利用いただいている方は今までどおりです．

電子図書館を初めて利用される方は，会員としてのユーザ登録が必要になります．

未登録の方には毎月上旬に次の件名のメールを送信しておりますので，到着次第，登録してください．

• 件名： [ 情報学広場 : 情報処理学会電子図書館 ] ユーザー登録のご案内

• 差出：ipsj-ixsq@nii.ac.jp

★詳細：電子図書館利用方法（個人用）－利用までの流れ（https://www.ipsj.or.jp/e-library/ixsq.html#anc2）

ご案内メールをお急ぎの方や閲覧方法が分からない方は，会員サービス部門（E-mail: mem@ipsj.or.jp）に会員番号を

添えてご連絡ください．

【賛助会員各位・購読員の皆様】

賛助会員・購読員の企業・大学に所属されている方に「情報処理」（冊子）を貸し出しした場合，特集の閲覧方法につい

て照会がございましたら，次の手順をお知らせください．

＜手順＞

（1）「情報処理」の特集ページ（扉または概要ページ）を開く．

（2）閲覧申込の URL にアクセスする（または QR コードを読み取る）．

（3）必須事項を入力し送信する．

（4）次の件名（6 月号の場合）の受信メールに従って，電子図書館から特集の pdf をダウンロードする．

• 件名：情報処理 2022 年 6 月号（Vol.63, No.6）「チケットコード」とご利用方法のご連絡

★注意事項

• 法人アカウントではご利用いただけません．

• 閲覧される方が電子図書館のユーザ ID をお持ちでない場合は，ご自身でユーザ登録する必要があります．

本件に関する問合せ先：一般社団法人情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp

電子図書館
（情報学広場）

【個人会員】

https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/
https://www.ipsj.or.jp/e-library/ixsq.html#anc2


今月の会員の広場では，3 月号へのご意見・ご感想を紹
介いたします．

巻頭コラム「クリエイターからクリエイタークリエイターへ」

■	プログラミングの学習コストを軽減する仕組みの必要

性を主張しており，非常に共感できる．（鈴木広人）

■ IT の進化により，いろいろな専門家と一般人との垣

根がなくなっていますが，本稿ではその対象を「ゲー

ム開発」に広げようとされているとのことであり，一

体どこまで垣根が取り払われてしまうのだろうかと感

じました．これからは専門家の居場所も狭くなって大

変な時代になってきたと思います．（後藤正宏）

■	大変読みやすい文章でした．みんなをクリエーターに

するという発想が独特で興味をそそられました．また，

毎月号で感じるのですが，最近の学校のプログラミン

グ教育の進展には目を見張るものがあります．日本の

プログラミング教育を変えるという視点からも記載さ

れて，好感が持てました．（匿名希望）

■	Springin' によるコモディティ化を期待します．権利侵害

摘発モジュールも組み込まれると最高です．（伊藤治夫）

■	「エラーの概念そのものを隠しました」という部分に

興味を持ちました．プログラミングをする上でエラー

が解決できないことで，挫折するという話を目にする

ので良いアプローチだと思いました．（柴田　晃）

特集「知能コンピューティング」

「0．編集にあたって」

■知能コンピューティングにふさわしいアーキテクチャ

は●●型である，と確定するまで膨大な人と時間をかけ

た研究活動が必要になりそうだが，技術者魂が掻き立

てられる夢のある話でもある．期待したい．（広野淳之）

■汎用的な CPU/GPU の進化はかなり進んできているが，

AI に特化したアーキテクチャがあればより効率的に高

性能を目指すことができる．近年の動向を見る上でと

ても興味深い．（佐藤章博）

■ムーアの法則の根っこである，加工最小線幅の縮小が

60 年に渡り実現できたことが，現アーキテクチャを支

えた．新アーキテクチャを長期間支えるデバイス加工

技術との組合せについて深堀りしてほしい．（匿名希望）

「1．AI は新しいハードウェアを欲しているか ?」

■電子計算機が発明され，どんどんその応用が広がって

きましたが，現在までの 60 年間はほぼ「ノイマン型

コンピュータ」が支持されてきました．しかし，本稿

を読んで，いよいよノイマン型以外の新しいアーキテ

クチャのコンピュータが広がるのではないかとの可能

性を感じました．（後藤正宏）

■専門用語だらけになりがちな内容が一般的な用語に置

き換えられていて説明が分かりやすかった．（伊藤治夫）

■これからの知能コンピューティングを実現していく上

で必要とされる新たな考え方を学ぶことができました．

深層ニューラルネットやアニーリング計算に見られる

「構造型情報処理」とそれを支える「時空間展開型アー

キテクチャ技術」が印象に残りました．（松浦満夫）

■深層ニューラルネット技術（DNN）が花盛りですが，

知能コンピューティングへのアプローチはずっと広

いのではないかと思い，そのような点を俯瞰できると

もっと良かったと思います．（岡本克也）

「2．確率的コンピューティングの再開拓」

■確率的コンピューティングによる基本演算の論理回路

やニューラルネットワークの演算（活性化関数など）

が分かってよかった．（片山敏之）

■画像処理技術であるトーンマッピングとノイズ除去

の技術の発展について分かりやすくまとめられている．

（山下昭裕）

■画像処理の技術の発展が AI との関連で今後どのよう

に我々の生活に影響してくるのか（貢献するのか）に

ついてもう少し説明があればさらに良かったと思う．

（山下昭裕）

「3．画像の解像度と知的処理の関係を見つめ直す」

■画像処理は AI 応用としてはとても期待されている分

野であり，研究も深く盛んに行われていると感じまし

た．人間の目から入った情報処理は主観的で未知の部

分も多く，これからもさらなる研究が積み重ねられて

いくと思いました．画像処理分野の技術は日本が比較

的得意な分野だと思っており，今後の発展を期待した

いと思います．（後藤正宏）

「4．機械学習に適したハードウェア・ハードウェアに

適した機械学習アルゴリズム」

■研究の面白さを伝えている．つまり，守るべき汎用

会員会員のの広場広場
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性のレイヤを，従来の命令セットアーキテクチャから，

ディープラーニングというレイヤに移すことで，従来

とは異なるハードウェアとソフトウェアの間のインタ

フェースの定義が許容されやすくなり，コンピュータ

アーキテクチャに，より自由な発想の研究が求められ

るようになったという．（片山敏之）

■ディープラーニングのモデルに特化したハードウェア

を生成する NNgen コンパイラは大変興味深い．コン

ピュータアーキテクチャと機械学習システムの進化に

より，より高度な組込みの世界で制御が実用化される

ことを期待します．（山下昭裕）

■機械学習のためのコンピュータアーキテクチャから

機械学習研究へのアプローチとその逆のアプローチが

あるが，その中でもコンピュータアーキテクチャ研究

者が行っている機械学習研究の詳細を知ることができ，

非常に興味が湧きました．さらにここでは，機械学習

アルゴリズムの変化に応じてハードアーキテクチャを

どのように対応させるかも詳述されており，昨今の AI

の発展過程を垣間見ることができました．（匿名希望）

■機械学習のアルゴリズムはまだまだ発展の余地が見込

まれるので，機械学習に適したハードウェアをどのよ

うに作ればよいか？の向かうところも未知数の部分が

残されているため，今後への期待が大きい分野と思う．

（佐藤章博）

「5．ランダム・スパース・ストカスティック」

■結線でプログラムする計算機とニューラルネットワーク

との類似性には，言われて初めて気がついた．また，取り

上げられていた 3 つの性質に関する研究と手法はどれも

とても興味深いものだった．（匿名希望／ジュニア会員）

■ポストノイマン型アーキテクチャが，ニューラルネッ

トワークが持つ 3 つの特徴に基づいて新しいハード

ウェア処理基盤として研究されていることが面白く感

じました．（松浦満夫）

連載「先生，質問です！」

■一問一答ではなく一問多答が新鮮でよかった．色々

な視点の回答があるのは情報処理観点で良いと思った．

（伊藤治夫）

■自分の研究内容の名称を決めるのに悩んだことを思い

出した．名称はインパクトがあり分かりやすいものでな

いと印象に残らない．論文が未来永劫残るため，名前

も残ることは理解しているつもりだったが，改めて考え

るとすごいことだと思う．歴史に名を残す技術者にな

りたいと夢を語ったことがあるが，論文誌に論文を掲

載いただいた時点で実は達成していたのかもしれない．

	（匿名希望）

■略称の決め方というのは私も気になるところで，良い

質問をしてくれたと思いました． 私などは，気に入っ

た略称を思い付いたときに，後でもっと良い論文に

使った方がよいのではと思って悩むこともあるのです

が，中小路先生の回答はそういった今後の発展に対し

ての回答にもなっており大変有用でした．（柴田　晃）

■名前の決め方について，一例を知れてよかった．命

名方法については意外と大学などで習わないのでこう

した情報がある程度まとめてある意義はあるかと思う．

（匿名希望）

教育コーナー「ぺた語義」

「高校時代に学んだプログラミング」

■私が高校生のころは，「情報」関係の授業もなく，当

然プログラミング言語の授業もありませんでした．著

者は高校時代に FORTRAN77 を学習されており，さら

に最近の小学生はプログラミングを習うなど，どんど

ん「情報」に関する授業は増えていきますが，その内

容の移り変わりも早いため，教える方も勉強が欠かせ

ず大変だと思いました．（後藤正宏）

■技術はどんどん進化して世の中は大きく変わったが，
根幹となる部分は確かに変わっていないのかもしれな

い．処理性能が高くなり，計算できる量が増え，画像・

映像が分析できるようになり，処理の対象は大きく変

わったが，条件文やキューの考え方は変わっていない．
不変なものを大切にしつつ，新しい技術を育てていき

たいと感じた．（匿名希望）

「大学における新型コロナウイルス感染症発生状況提供

サイト」

■データの時代と言われる一方でデータ改竄騒動もある

が，筆者のようにいつどこからデータを入手してどの

ようにまとめたかを詳細に記述しておけば，別の人で

も後から使用できる．現時点では COVID19 について

どのような視点でデータを収集してまとめるべきか何

が正解か確定してない状態である．さまざまな人がさ

まざまな視点でデータを分析することで新たに見えて

くる知見もあるかもしれない．（広野淳之）

■各大学での新型コロナの発生状況をまとめることの大

変さがよく分かった．大学によってオープンにしてい

る情報が異なること，以前の情報が閲覧できない場合
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がある等，筆者の苦労がうかがえた．このような統計

情報は，特定の大学のある教員が有志でやるものでは

なく，トップダウンで実施すべきものかとは思います

が，今回のことがそういった取り組みのきっかけにな

ればと思います．（匿名希望）

「大学の情報環境を支えるユーザサポートの今とこれから」

■「大学が提供する情報環境に関する質問」が主だっ

たところに対して「大学生活の中で接するさまざまな

ICT に関する質問・相談」へのシフトしていったとい

うのはとても大切な点だと思います．DX 化を進めるた

めには，人との距離感やコミュニケーションがより大

切になることを示していると感じました．情報化時代

にあって，自分の都合よりも他者を重んじる姿勢の重

要性が増しているのはとても興味深いです．（匿名希望）

■一人情シスなど，大学等研究所でもシステムにかかわ

る職員が少なく苦労している部署が多いと考える．そ

の中でもユーザサポートを手厚く行える事例は大変参

考になった．NII での遠隔教育シンポジウムでもたび

たび遠隔授業のユーザサポートに学生に協力をお願い

する例があり，大学全体でサポートしていく体制の進

歩がうかがえる．（匿名希望）

■ ICT サポート部門の役割やその取り組み，今日のおけ

る ICT サポートの多様性，支援体制をとても分かりや

すく説明されていて，理解が深まりました．過去に企

業のヘルプディスク業務を行っていましたが，参考に

なりました．（匿名希望）

■ COVID19 で Web 会議ツールの導入などのシステム

更新よりもサポート体制の変更の方が大きかったとの

こと，記事を読んで納得した． ユーザサポートは時

代の変化に伴ってその対象が変わってくるが，いつの

時代でも機器を使用するのは人であって，サポートを

必要としているのは人間である．サポート体制をユー

ザの立場に立って細かく検討されている現場の雰囲気

がよく分かる記事であった．（広野淳之）

連載「情報の授業をしよう !：Scrapbox と Scratch と
ロイロノートを組み合わせたプログラミング授業実践」

■大学の初年次情報リテラシー教育のデザインを考えると

き，高校までの情報授業で何をやっているかは非常に知

りたい情報です．毎号楽しみに読んでいます．（匿名希望）

■ Scratch 言語はプログラミング初心者に利用される言

語の 1 つですが，独特の言い回しによる分かりづら

さがあることに興味を持ちました．Scratch は，名前

は聞いており何となくは分かっていたのですが，その

特徴は実際に使ったことがないとなかなか分かりにく

い点かと思いますので参考になりました．また，図- 4

にあるプログラムの例は，同じタスクであっても各生

徒の思考がうかがえると同時に教員側が指導する上で

も参考になります．（匿名希望）

委員会から「今年度もやります！全国大会の “デリバ
リー”」

■四コマ漫画でお届け info の内容も分かりやすかったです

し3つのデリバリーを知ることができました．（匿名希望）

学会活動報告「IFIP ─ 情報処理国際連合 ─ 近況報告」

■積極的に参加したいグループが見つかりました．

	（匿名希望）

■ IFIP 活動について，よく分かりました．（匿名希望）

連載「ビブリオ・トーク：データ立国論」

■「データは，専有するのではなく，共有すればするほ

ど，自分も社会も豊かになるという構造を持っている」

この部分に惹かれて読んでみたいという気にさせられ

た．（桑木道子）

■著者がこの本の中で主張する「データ共鳴社会」にと

ても興味を覚えました．（松浦満夫）

■社会におけるデータ活用の位置付けによってどのよう

な影響が及ぶか？を考えることも，データリテラシー

の 1 つだと思う．（佐藤章博）

■「最大“多様”の最大幸福」という思想が面白かった．

（匿名希望）

連載「5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み：C-C. Chen, M. 
Watabe, K. Shiba, M. Sogabe, K. Sakamoto and T. Sogabe 
: On The Expressibility and Overfitting of Quantum 
Circuit Learning」

■前提となる研究の要約が適切，および本論文の評価が

明快であり，全体としても読みやすい．（片山敏之）

■論文の著者の 1 人が解説するのは避けた方がよい．

	（片山敏之）

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下
のようなご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の
参考にいたします．

■宇宙と IT 的なテーマを希望いたします．（匿名希望）

■ 3 次元解析の最先端（応用数学）（匿名希望）

■「編集室」の記事に感極まりました．日本の縮図です．
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これらのコメントは Web 版会員の広場「読者からの声」< URL : 
https://www.ipsj.or.jp/magazine/dokusha.html > にも掲載して
います．Web 版では，紙面の制限などのため掲載できなかったコ
メントも掲載していますので，ぜひ，こちらもご参照ください．会
誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会 Web ページでも受
け付けております．今後もより良い会誌を作るため，ぜひ皆様の
お声をお寄せください．

「情報処理」アンケート回答フォーム▶
https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

能ある鷹は企業に残れず教育研究機関へでしょうか？

（伊藤治夫）

■コロナの影響でオンラインイベントが増えた．最新技

術を使ったイベントのあるべき姿・将来こうなるであ

ろう形など ．（匿名希望）

■デジタルツインとメタバースを同時に取り上げていた

だきたい．（桑木道子）

「先生，質問です！」には以下の質問をいただきました 

■「ロール・ピッチ・ヨー」とはなんですか？　この「ロー

ル・ピッチ・ヨー」をハードウェア演算子集積すれば

日本の半導体を再度世界一に押し上げられますか？

	（伊藤治夫）

EPUB に関して，以下のようなご意見やご要望をお寄せい
ただきました．今後の参考にいたします．

■普段から EPUB のドキュメントを読んでいないので正

直 PDF の方が読みやすい．ただし，背景や文字の大

きさなどをユーザ側で調整できる点で，人によっては

読みやすいかと思う．（柴田　晃）

オンライン化について，以下のようなご意見やご要望を
お寄せいただきました．今後の参考にいたします．

■紙はもったいないのでいらない．オンデマンド印刷に

して国会図書館にだけ納めておけばよいのではないか．

（成田和弘 )

■オンライン化へのコメントではなくて，このアンケー

トへのコメントです．最後の設問は「どのようなタイ

ミングで」ではなくて「どのような媒体で」（あるい

は装置で）の誤植と思うので，念のために指摘してお

きます．（上田晴康）

■速報性が必須ではない記事やレクチャーは冊子版にも

掲載し，冊子のボリュームを増やすのはどうか．冊子

版が図書館などで並べられたとき，冊子の厚さ＝学会

活動の厚さ，と誤解されることを懸念．（金子雄介）

■電子版は内容の検索が容易なので便利（匿名希望／

ジュニア会員）

■読者の手元に確実に PDF データが残るような運営体

制を望みます．（大塚敬義 )

■オンライン化は良いと思いますが，PDF 版は，継続

提供を希望します．（オフラインでも読みたいので．）

	（匿名希望）

■ Kindle を利用して，無料で学会誌をダウンロードで

きるような仕組みを用意していただけると幸いです．

（匿名希望）

【本欄担当　梁　俊，田中リベカ／会員サービス分野】
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＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと

人材募集
（有料会告）

■広島工業大学情報学部情報工学科

募集人員　教授，准教授，講師または助教　1 名
専門分野　情報ネットワーク
担当科目　セキュリティおよびネットワークに関する専門科目，
プログラミング等の専門基盤科目など
応募資格　本学の教育方針を理解し，教育および研究に熱意のあ
る方．博士の学位を有する方．上記分野における研究業績があり，
学協会等でも活動され，社会的貢献をされている方．大学院（博
士前期課程）の授業および研究指導を担当可能な方
着任時期　2022 年 9 月 1 日
応募締切　2022 年 5 月 30 日（必着）
照 会 先　学校法人鶴学園　法人局人事部　安井　崇
E-mail: jinji@it-hiroshima.ac.jp　Tel(082)921-4110

そ の 他　【詳細】学校法人鶴学園　採用情報　教員公募　
URL：http://www.tsuru-gakuen.ac.jp/careers-detail05.html

■上智大学情報理工学科

募集人員　特任助教　1 名（任期を最長 5 年とし，延長はなし）
専門分野　データサイエンス
担当科目　学部・学科基礎科目，学科専門科目，大学院科目，全
学共通科目の中から，応募者の専門分野を考慮して決定
応募資格　博士号を取得済み，ないし 2023 年 4 月 1 日までに取
得見込みであること
着任時期　2023 年 4 月 1 日
応募締切　2022 年 5 月 31 日（必着）
そ の 他　応募書類等の詳細は下記 Web ページをご参照ください
https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/employment/DS20230401.html

■大同大学情報学部情報システム学科

職種及び人員　教授，准教授または講師のいずれか
1 名
仕事内容　コンピュータシステム，ネットワークおよびデータサ
イエンスの分野全般の授業科目（演習を含む）の担当．着任時か
ら卒業研究，情報学系入門セミナなどの指導
研究分野　コンピュータシステムを主体とした情報工学分野．

CPS（サイバーフィジカルシステム）およびその周辺に関連する
分野が望ましい
応募資格　（1）博士の学位を有する方（着任以前の取得見込み
も可），（2）大学院担当が可能な方，（3）学生指導に熱心な方， 

（4）教育重視型大学であることを理解し，幅広い専門分野の教育
に熱意のある方，（5）大学運営，学科運営への協力を理解し，協調
した活動ができる方，（6）名古屋市またはその近郊に常住し得る方
着任時期　2023 年 4 月 1 日
提出書類　次の書類を提出してください（書類は論文別刷を除き
A4 版に揃える）．なお，応募書類は本選考以外の目的には使用
せず，提出された書類は返却いたしません

（1）履歴書（学歴，職歴，資格，所属学会，社会的活動，表彰，
教育関係での経験），（2）教育・研究業績リスト（［1］～［7］の
項目に分けて記述）：［1］著書，［2］原著学術雑誌論文（査読の
有無に分けて記述），［3］国際会議論文，［4］総説・解説，［5］
参加プロジェクト，［6］特許，［7］その他　※［2］～［4］に
ついては発行年の新しいものから全著者名，題目，雑誌名，巻
号，発行年，頁を記載し，応募者が責任著者（corresponding 

author）であるものには【責任著者】と付記すること，（3）主
要論文の別刷（5 編程度・コピー可），ただし，外国語論文に
は日本語の要旨（400 字程度）を別途添付，（4）研究費導入
実績（科学研究費補助金等），（5）教育および研究に対する抱
負（A4 用紙 1 枚で 1,000 字程度），（6）参考意見を伺える方 

2 名の氏名と連絡先（本学関係者を除く），（7）その他
最終選考対象者につきましては「健康診断書」を提出していただ
きます
募集締切　2022 年 6 月 20 日（必着）
送 付 先　〒 457-8530 愛知県名古屋市南区滝春町 10-3
大同大学　事務部長　大脇崇浩 宛　
Tel(052)612-6111　Fax(052)612-5623

封筒宛名面に「情報学部情報システム学科教員応募書類」と朱筆
の上，簡易書留または宅配便等，授受の確認ができる方法で送付
してください
連 絡 先　情報学部　情報システム学科長・教授　不破勝彦
E-mail: k-fuwa@daido-it.ac.jp　Tel(052)612-6111　
Fax(052)612-5623　
そ の 他　【勤務形態】常勤（任期なし，定年年齢 65 歳）

【選考内容】（1）第一次選考：書類審査，（2）最終選考：教育・
研究に対する抱負についてプレゼンテーションと面接，なお，適
任の候補者が得られない場合には最終選考を行いません

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書に記載する「宛名」，
Web 掲載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），
応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ，E-mail，
Fax または郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15 日を締切日とし翌月号（15 日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 22,000 円（税 10％込）
 賛助会員（企業）   33,000 円（税 10％込）
 賛助会員以外の企業   55,000 円（税 10％込）

 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,400 円（税 10％込）で同一内容を本会 Web ペー
ジに掲載できます．

申 込 先 ：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375

 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし 3 日以内（土日祝日除く）に
返信がない場合は念のため確認のご連絡をください．

http://www.tsuru-gakuen.ac.jp/careers-detail05.html
https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/employment/DS20230401.html
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■東北大学大学院工学研究科（DEI 推進公募）

募集人員／所属／専門分野　教授（女性）5 名（任期の定めなし）
工学全般の広い研究分野（6 グループ，13 専攻）の中から，ご自
身の専門を踏まえ，配属を希望する専攻を選択して応募（順位付
して複数選択可）
応募資格　博士の学位取得者
着任時期　2023 年 4 月 1 日
提出書類　①履歴書，②研究業績リスト，③これまでの研究概要，
④工学研究科で取り組む研究，教育について，⑤主な論文 5 編の
別刷（各 1 部）とその概要（各 500 字程度），⑥応募者の能力や
人柄を評価できる方 3 名の連絡先
応募締切　2022 年 8 月 1 日
送付先／照会先　〒 982-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉
6-6　東北大学大学院工学研究科・研究科長補佐（男女共同参画
担当）北川尚美　E-mail: naomi.kitakawa.d3@tohoku.ac.jp

そ の 他　【公募詳細】https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/

detail-,-id,2158.html を参照のこと
【備考】必要に応じて助教 1 名（任期付き）を雇用できます．また，
帯同支援策として，採用された方のパートナーが工学研究科の教
育・研究に貢献できると審査により判断された場合，クロスアポ
イントメント制度で雇用することも可能です

書評（ビブリオ・トーク）・会議レポート募集のお知らせ

　情報処理学会会誌編集委員会では，会誌「情報処理」に掲載する書評，および会議レポートを広く会員の皆さまから募集し
ています．

1．募集対象　　次の 2 種類の記事について，原稿を募集します．書評に関しては，「ビブリオ・トーク─書評─」，「ビブリオ・
トーク─私のオススメ─」の 2 つのカテゴリを設けます．

 a-1）ビブリオ・トーク─書評─：過去 2 年間に出版された，本会会員にとって有益な図書についての紹介もしくは批評．
 a-2）ビブリオ・トーク─私のオススメ─：お気に入りの本の紹介．
 b）会議レポート：情報処理に関する国際規模の会議・大会の報告など，時事性が高く，本会会員に広く知らせる価

値のある話題．

2．応募資格
　　原則として本会会員に限ります．

3．応募の手続き
　　1）表 題：ビブリオ・トークの場合は，書評もしくは私のオススメの投稿カテゴリ，著者名，書名，ページ数，発行所，発行年，
　　　　　　　　　価格，ISBNを書く．会議レポートは，見出しを書く．書評，会議レポートの別を左肩に書く．
　　2）評 者 名：（会議レポートの場合は筆者名）・所属・評者連絡先（住所，E-mai，Fax など）の記載を忘れずに．
　　3）本 文：ビブリオ・トークは 1,500 字以内または 3,000 字以内（1 または 2 ページ）．
　　　　　　　　　会議レポートは 2,100 字前後で書く．
　　4）そ の 他：（必要であれば）参考文献，付録，図，表をつける．詳しくは「原稿執筆のご案内／書評・会議レポート」
 （https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/shohyonews.html）を参照してください．

4．原稿の取扱い
　　投稿された原稿は会誌編集委員会で審査し，採否を決定します．採用にあたっては原稿の修正をお願いすることがあ
　ります．あらかじめご了承ください．

5．照会／応募先　　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp

https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/detail-,-id,2158.html
https://www.ipsj.or.jp/magazine/sippitsu/shohyonews.html
https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/detail-,-id,2158.html
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FFIITT22002222 第第 2211 回回情情報報科科学学技技術術フフォォーーララムム  

聴聴講講参参加加並並びびにに講講演演論論文文集集  申申込込のの御御案案内内  
  

2022 年 9 月 13 日(火) ～ 15 日(木) 

慶應義塾大学 矢上キャンパス（ハイブリッド開催） 
 

https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2022/ 
 

電子情報通信学会の情報・システムソサイエティ（ISS）とヒューマ

ンコミュニケーショングループ（HCG）、及び情報処理学会（IPSJ）は、

「第21回  情報科学技術フォーラム (FIT：Forum on Information 
Technology)」を開催します。 

聴講参加並びに講演論文集の申込の御案内を致します。聴講参加費

は、お得な事前価格の設定がございます。皆様、奮ってお申込み下さ

い。また、講演論文集（冊子、DVD-ROM）も販売を行います。確実に御

入手頂くには期限内のお申込みをお勧め致します。 

 
 
■開催イベント（詳細は逐次Webサイトに掲載致します） 

※タイトル等は変更の可能性があります。 

 

［表彰式・招待講演企画］ 

◎FIT学術賞表彰式 
14日 13:00-13:50（予定）  
 

◎船井業績賞受賞記念講演 
14日 14:00-15:15（予定） 
「限られた情報から精度良く：機械学習研究の更なる挑戦」 
杉山 将（理化学研究所 革新知能統合研究センター センター長／

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授） 
 

［イベント企画］  

詳細は逐次上記Webサイトに掲載致します。 

 

[研究会連携] 

 電子情報通信学会および情報処理学会のいくつかの研究会が、

FIT2022のプログラムとして開催されます。詳細は Webページでご確

認ください。 

 

 

■聴講参加費（税込） 

現地参加、オンライン参加ともに同価格です。 

参加区分 事前価格(8/14まで) 価格（8/15以降〜最終日） 
会 員 10,000円 12,000円 
非会員 20,000円 24,000円 
学 生 無料 無料 

 ※会員、非会員の聴講参加費には電子版講演論文集（Webからダウ

ンロード）が含まれております。 

 ※学生の聴講参加（無料）には電子版講演論文集は付いておりませ

ん。電子版講演論文集付きを希望の場合、参加費は 2,000円とな

ります。 

 ※会員、非会員、学生の参加区分の区別は次の通りです。 

会 員：情報処理学会、電子情報通信学会、電気学会、照明学

会、映像情報メディア学会及び電子情報通信学会と協定

を締結した海外の学会（IEIE、KICS、KIISE、REV、

IEEE/CS、IEEE/ComSoc、IEEE/PHO、IEEE/MTT-S）または

情報処理学会と協定を締結した海外の学会（ACM、IEEE、

IEEE/CS、KIISE、CSI、CCF）の個人会員、電子情報通信

学会の維持員、情報処理学会の賛助会員。 

非会員：左記の学会会員以外で学生以外の方。  

  学 生：会員/非会員を問わず無料（電子版講演論文集は付きませ

ん）。 

 

■聴講参加の申込 

申込開始：2022年6月3日（金）予定 

申込締切：2022年9月15日（木）FIT最終日まで 
申込方法：FIT2022 Webサイトからお申込み下さい。 
※8月14日までは事前価格での申込となりお得です。 

 
 

■冊子講演論文集・DVD-ROM販売価格（税込） 

申込種別 個人購入価格 法人購入価格 
講演論文集セット

（DVD-ROM付） 60,000円 60,000円 

講演論文集分冊 13,000円／冊 16,000円／冊 
講演論文集DVD-ROM  10,000円 56,000円 

  

※講演論文集セットは冊子講演論文集全分冊(カバー付き)、DVD-ROM

付き 

 ※残部がある場合、学生の方には講演論文集DVD-ROMを学割価格4,000

円にて販売致します。 

 

※講演論文集の掲載分野（予定分冊構成） 

第１分冊：モデル・アルゴリズム・プログラミング、ソフトウェ

ア、ハードウェア・アーキテクチャ 

第２分冊：データベース、自然言語・音声・音楽、人工知能・ゲー

ム、生体情報科学 

第３分冊：画像認識・メディア理解、グラフィクス・画像、ヒュー

マンコミュニケーション＆インタラクション、教育工

学・福祉工学・マルチメディア応用 

第４分冊：ネットワーク・セキュリティ、ユビキタス・モバイルコ

ンピューティング、教育・人文科学、情報システム 

DVD-ROM ：上記全論文とプログラムを収録 

        

 

■講演論文集の申込 

申込締切：2022年7月20日（水） 
申込方法：FIT2022 Webサイトからお申込み下さい。 
※講演論文集は、締切後も残部のある限りお申込を受付いたします。

確実に御入手頂くには期限内のお申込みをお勧め致します。 
 

 

■問い合わせ（FIT2021事務局） 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F 

一般社団法人 情報処理学会 事業部門 

TEL〔03〕3518-8373 FAX〔03〕3518-8375 

E-mail：ipsjfit@ipsj.or.jp 

 
 

 

https://www.ipsj.or.jp/event/fit/fit2022/
mailto:E-mail%EF%BC%9Aipsjfit@ipsj.or.jp
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● 論文誌ジャーナル掲載論文リスト
Vol.63 No.5（May 2022）

【特集：情報システム論文】
■	特集「情報システム論文」の編集にあたって	 窪田　諭
■	NVKVS: Non-Volatile Memory Optimized Key-Value Separated 
LSM-Tree	 Ryan Nathanael Soenjoto Widodo 他

■	パイプライン並列分散深層学習の一実装手法の評価
	 	 滝澤尚輝 他
■	各顔パーツを対象とした複数 CNNモデルによる顔画像の高解
像度化	 丸井勇輝 他

■	TMchain: A Blockchain-Based Collaboration System for 
Teaching Materials	 Huichen Chou 他

■	Uncertainty-aware Personalized Readability Assessments for 
Second Language Learners	 Yo Ehara

■	Content-based Stock Recommendation Using Smartphone Data
	 	 Kohsuke Kubota 他
■	Exploring Event-synced Navigation Attacks across User-
generated Content Platforms in the Wild	 Hiroki Nakano 他

■	携帯電話の位置・接触情報を用いた感染リスク管理の歴史・現
状と課題	 奥村貴史 他

■行動科学とステージモデルを活用した環境配慮行動の継続を促
す情報システム開発に関する基礎研究	 後藤　晶 他

■大学における COVID-19 対策としての IT を用いた行動履歴記
録支援	 松原克弥 他

【一般論文】
■	汎用スピーカを用いた短時間かつ適応的なスポット通信手法
	 	 中村将成 他

*：推薦論文　Recommended Paper
†：テクニカルノート　Technical Note

● 論文誌トランザクション掲載論文リスト
（May  2022）
【論文誌 プログラミング Vol.15 No.2】
■	NMT-Based Code Generation for Coding Assistance with 
Natural Language	 Yuka Akinobu 他

■	An Approach to Collecting Object Graphs for Data-structure 
Live Programming Based on a Language Implementation 
Framework	 Shusuke Takahashi 他

■ Cost-aware Programming on Page-based Distributed Shared 
Memory	 Takato Hideshima 他

【論文誌 コンシューマ・デバイス＆システム Vol.12 No.2】
■	移動手段が選択可能な生活圏における自動運転電動車両の運行
のサービス設計・評価手法の提案	 村本衛一 他

■	画像セグメンテーションを用いた屋根面分割による屋根損傷率
自動算出手法の開発	 藤田翔乃 他

■	組込みシステムむけ障害解析環境の効率改善	 長野岳彦 他
■	水産資源管理に向けたMask R-CNNによるFew-shot 魚体長認識
	 	 長谷川達人 他

2022 年度定時総会の開催について
会長　徳田英幸

　2022 年度定時総会を下記により開催いたします．総会の案内状は，5 月中旬頃に法律上の社員である代表会員の方々に電子メールでお
送りいたします．

記

日　　時　2022 年 6 月 7 日（火）15：00 〜 15：45 頃　
会　　場　学士会館（東京都千代田区神田錦町 3-28）
次　　第　決議事項
	 1．2021 年度に係る報告
　　　	 2．新名誉会員の推薦
　　　	 3．新役員の選任
	 報告事項　
	 1．2022 年度に係る計画（報告事項）
　　　	 2．会費滞納会員の取り扱い（報告事項）
　　　	 3．情報処理学会倫理綱領改訂案（報告事項）

　　　	 COVID-19 の影響のため表彰式は中止といたします
　　　　　　　　　　　　　　
照会先　一般社団法人情報処理学会管理部門

https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10790&count=20&order=7&pn=1
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10914
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10915
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読後のご意見をお送りください

　本誌では，現在約 170 名の方々に毎号のモニタをお願いしておりますが，より多くの読者の皆さんからのご意見，
ご提案をおうかがいし，誌面の充実に役立てていきたいと考えておりますので，以下 Web ページから奮って事務
局までお寄せください．

　「情報処理」アンケートページ　https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html

　一般社団法人 情報処理学会　会誌編集部門　E-mail: editj@ipsj.or.jp

◎ IPSJ カレンダー◎

学会イベントの最新情報を下記URLでご案内しています．新型コロナウイルス感染症拡大を受け，開催方法の変更，
開催中止などの可能性がありますので，最新情報をご確認いただきますようお願いいたします．
 

　https://www.ipsj.or.jp/calendar.html

2020 年 12 月 18 日
プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12 年から情報処理学会著作権規程に従い，学会に帰属することになっています．

プログラミング・シンポジウムの報告集は，情報処理学会と設立の事情が異なるため，この改訂がシンポジウム内部で徹底しておらず，
情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (= 情報処理学会電子図書館 ) で公開されているにもかかわらず，古い報告集には公開されて
いないものが少からずありました．

プログラミング・シンポジウムは昭和 59 年に情報処理学会の一部門になりましたが，それ以前の報告集も含め，このたび学会の他の
出版物と同様の扱いにしたいと考えます．過去のすべての報告集の論文について，著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し
出して利用許諾に関する同意をいただくことは困難ですので，一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで，著作権者が見つからない場
合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います．その後，著作権者が発見され，情報学広場への掲載の継続に同意が得ら
れなかった場合には，当該論文については，掲載を停止いたします．

この措置にご意見のある方は，プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp) までお申し出ください．

加えて，著作権者について情報をお持ちの方は事務局（jigyo@ipsj.or.jp）まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます．

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html

［重要］過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について

https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html
https://www.ipsj.or.jp/magazine/enquete.html
https://www.ipsj.or.jp/calendar.html
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■ 編集室 ■

　はじめて 2 次元コードを見たのは確か機械部品の箱だったように

思う．バーコードはすでに標準化され一般的に利用されていたから，

また新しい何か「変な識別方法」が出てきたな，と，その発明の背

景や苦労をまったく知る由もなかった．だがそれは瞬く間にありと

あらゆる情報を符号化し，表示し，そして伝達する方法として利用

されるようになったのは言うまでもない．

　応用の広さで驚いたのは成田国際空港の売店で「Alipay 使えます」

を知ったときであった．電子決済の一方法として，特別な端末装置

や通信手段を用意しなくとも決済が行えるその仕組みはまさに現在

のなんとか Pay の元祖であったが，そこには限られた小さな面積に

おいて，多くの情報と合わせ誤り符号を付加し格納することで，多

様な環境下で正確な情報伝達を可能とする，高度なテクノロジーが

存在していたからに違いない．雨打たれる店頭でも，路上販売でも，

通信が容易にできないロケーションでも，どこでも電子決済ができ

るすばらしい応用である．

　さて，おおよそ企業であれ特定の組織であれ，特許化可能なテク

ノロジーを生むことはすなわちビジネスの始まりであって，どこで

儲けるかというモデルは重要な検討事項になる．ここに 2 次元コー

ドを開発された研究者や組織が，その応用の広さを見据えオープン

化を選択した英断と，苦悩を感じることができる．

　一般的になった電子決済手法の 1 つ，そして COVID-19 のワクチ

ンパスポートにも 2 次元コードが採用され，広く応用は開花する現

在であるが，その生い立ちや本来の特徴，そしてセキュリティなど

注意すべき側面までを網羅した書類は多くない．本特集が 2 次元コー

ドのさらなる発展に寄与できるリファレンスとして活用いただける

ことを願ってやまない．

（田中功一／本特集エディタ）

複写される方へ

　一般社団法人情報処理学会では複写複製および転載複製に係る著作権を学術著
作権協会に委託しています．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://
www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システム
を通じて申請ください．
　尚，本会会員（賛助会員含む）および著者が転載利用の申請をされる場合につい
ては，学術目的利用に限り，無償で転載利用いただくことが可能です．ただし，利
用の際には予め申請いただくようお願い致します．
権利委託先：一般社団法人学術著作権協会
　　　　　　〒 107-0052 東京都港区赤坂 9-6-41　乃木坂ビル
　　　　　　 E-mail : info@jaacc.jp　Tel (03)3475-5618　Fax (03)3475-5619
　また，アメリカ合衆国において本書を複写したい場合は，次の団体に連絡してください．
　　　　　　Copyright Clearance Center, Inc.
　　　　　　222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
　　　　　　Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

Notice for Photocopying

 Information Processing Society of Japan authorized Japan Academic Association For 
Copyright Clearance (JAC) to license our reproduction rights and reuse rights of copyrighted 
works. If you wish to obtain permissions of these rights in the countries or regions outside 
Japan, please refer to the homepage of JAC (http://www.jaacc.org/en/） and confirm 
appropriate organizations.
 You may reuse a content for non-commercial use for free, however please contact us directly 
 to obtain the permission for the reuse content in advance.
<All users except those in USA>
 Japan Academic Association for Copyright Clearance, Inc. (JAACC)
 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052   Japan
 E-mail : info@jaacc.jp
 Phone : 81-3-3475-5618　Fax : 81-3-3475-5619
<Users in USA>
 Copyright Clearance Center, Inc.
 222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923   USA
 Phone : 1-978-750-8400　Fax : 1-978-646-8600

次号（7 月号）予定目次
編集の都合により変更になる場合がありますのでご了承ください．

※はオンライン版のみの掲載となります

特別解説：ACM ゴードン・ベル賞と新型コロナ飛沫・エアロゾル感染リスク評価のデジタルトランスフォーメーション

　　　　　………………………………………………………………………………………………………………………………… 松岡　聡・坪倉　誠

特別解説：Green500 連覇への道のり ………………………………………………………………………………………………… 安達知也

「小特集」メタバースがやってきた※

メタバースの成立と未来─新しい時間と空間の獲得へ向けて─／メタバースの法律問題は起きるか／ IT 紀行，メタバース

教育コーナー：ぺた語義

連　載：5 分で分かる !? 有名論文ナナメ読み／教科「情報」の入学試験問題って？※／情報の授業をしよう！／先生，質問です！／

　　　　ビブリオ・トーク

コラム：巻頭コラム

会議レポート：ICMU2021 会議報告／アルゴリズムの頂が持つ力はいかに？─ゲノコン 2021 開催記録─※
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掲載広告カタログ・資料請求用紙

お
フ リ ガ ナ

名 前

勤 務 先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部署

所 在 地　　（〒　　　　-　　　　）

　　　　　　TEL（　　　　　　）　　　　　-　　　　　　　　　　FAX（　　　　　　）　　　　　-

ご専門の分野

　掲載広告の詳しい資料をご希望の方は，ご希望の会社名にチェック ☑ を入れ，送付希望先をご記入の上，Fax にて（ま
たは E-mail にて必要事項を記入の上）アドコム・メディア（株）宛にご請求ください．

■「情報処理」　63 巻 6 号　掲載広告（五十音順）

■「情報処理」
発　　行	 一般社団法人 情報処理学会
発行部数	 20,000 部
体　　裁	 A4 変形判
発 行 日	 毎当月 15 日
申込締切	 前月 10 日
原稿締切	 前月 20 日
広告原稿	 完全版下データ
原稿寸法	 1 頁	 天地 250mm ×左右 180mm
	 1/2 頁	 天地 120mm ×左右 180mm
雑誌寸法	 天地 280mm ×左右 210mm

■広告料金表（価格は税 10％込）
掲載場所 4 色 1 色

表 2 363,000 円 ─

表 3 302,500 円 ─

表 4 423,500 円 ─

表 2 対向 330,000 円 ─

表 3 対向 291,500 円 170,500 円

前付 1 頁 275,000 円 148,500 円

前付 1/2 頁 ─ 88,000 円

前付最終 ─ 162,800 円

目次前 ─ 162,800 円
差込

（A4 変形判 70.5kg 未満　1 枚）
302,500 円

差込
（A4 変形判 70.5kg ～ 86.5kg　1 枚）

385,000 円

同封
（A4 変形判　1 枚）

385,000 円

＊原稿制作が必要な場合には別途実費申し受けます．
＊同封のサイズ・割引の詳細についてはお問合せください．

お問合せ・お申込み・資料請求は

　広告総代理店 アドコム・メディア（株）
　Tel.03-3367-0571　Fax.03-3368-1519　E-mail: sales@adcom-media.co.jp　　

 

■問合せ・お申込み先
〒 169-0073  東京都新宿区百人町 2-21-27

アドコム・メディア（株）（Tel/Fax/E-mail は下に記載）

■資料送付先

掲載広告の資料請求

広告のお申込み

□ NHK 放送技術研究所… ……………………… 表 2

□エルザジャパン………………………………… 表 4

□とめ研究所……………………………………… 表 2 対向上

□すべての会社を希望
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賛
助
会
員
の
ご
紹
介

本会をご支援いただいております賛助会員をご紹介いたします．
Webサイト（https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html）「賛助会員一覧」のページからも

各社へリンクサービスを行っておりますので，ぜひご覧ください．

照会先　情報処理学会　会員サービス部門　E-mail: mem@ipsj.or.jp　Tel.(03)3518-8370

賛助会員のご紹介 

●●● 賛助会員（10～ 19口）

（株）リクルート （株）NTTドコモ （株）東芝 日本電信電話（株）

日本マイクロソフト（株） （株）フォーラムエイト

●●● 賛助会員（20～ 50口）

（株）日立製作所 富士通（株） 日本電気（株）

三菱電機（株） （株）サイバーエージェント 日本アイ・ビー・エム（株）

●●● 賛助会員（3～ 9口）

（一社）情報通信技術委員会 （株）NTTデータ グリー（株） （一財）インターネット協会 （一社）情報サービス産業協会

トレンドマイクロ（株） 三菱電機ソフトウエア（株） （株）BFT NTTコムウェア（株） NTTテクノクロス（株）

4色印刷用
C 100%
M 55%
K 35%

（株）うえじま企画     沖電気工業（株）     コアマイクロシステムズ（株） 三美印刷（株） ソニー（株）

（株）テクノプロ　
テクノプロ・デザイン社

みずほリサーチ＆テクノロジーズ（株）

https://www.ipsj.or.jp/annai/aboutipsj/sanjo.html



